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Ⅳ 卸売業の現状と動向 

１ 概要 
（１） 事業所数 
   平成 14年 6月 1日現在の卸売業は、事業所数では、1,113事業所と前回と比べ 186
事業所（14.3％減）の減少であった。平成 6 年調査から減少傾向が続き、前回平成 11
年調査では、若干増加（3.6％増）したが、今回大幅に減少し、減少率が初めて二桁を
記録した。産業小分類別にみると前回に比べ増加したのは、「衣服・身の回り品」（12.1％
増）、「鉱物・金属材料」（6.1％増）で残り 1６業種中 1５業種で減少した。最も減少数
が多かったのは「建築材料」の 33 事業所（14.3％減）、次いで「医薬品・化粧品」の
32事業所（41.0％減）であった。 

   産業小分類別の構成比をみると、最も高いのは「建築材料」（17.7％）、以下「食料・
飲料」（11.9％）、「他に分類されない」（11.0％）、「一般機械器具」（10.0％）の順であ
る。 

 （２）従業者数 
   卸売業の従業者数は、9,734 人で前回と比べ 1,619 人（14.3％減）の減少であった。
前回調査では 8.7％の増であったが、今回大幅に減少し、事業所数と同じく初めて二桁
の減少となった。産業小分類別では、増加したのは、「化学製品」、「鉱物・金属材料」、

「一般機械器具」の 3業種だけで、残り 1３業種全てで減少した。減少数が多い順に「医
薬品・化粧品」（478人、56.4％減）、「農畜産物・水産物」（343人、29.9％減）、「家具・
建具・じゅう器」（296 人、41.9％減）などで大幅に減少しており、厳しい現状を反映
している。 

   産業小分類別の構成比では、構成比の高い順に「食料・飲料」（15.9％）、「建築材料」
（14.3％）、「他に分類されない」（10.1％）、「電気機械器具」（8.5％）などとなってい
る。 
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（３）年間商品販売額 
  卸売業の年間商品販売額は、6,194億 7,753万円で、前回と比べ 404億 9,224万円（6.1％
減）減少した。年間商品販売額は、平成 6 年調査から 4 回連続の減少となり、ピークの
平成 3 年調査時（7,779 億 5,344 万円）の 8 割弱まで落ち込んだ。ただし、前回調査の
10.7％減から減少幅が縮小しており、厳しい経済情勢の中、事業所の淘汰等により年間商
品販売額については低落傾向にブレーキがかかってきたともみれる。 
  産業小分類別では、6 業種で増加、10 業種で減少と、事業所数や従業者数に比べ減少
している業種が少なくなっており、「他に分類されない」など 205億 7,860万円（45.0％
増）と大幅に増加した業種もある。 
  産業小分類での構成比では、構成比の高い順に「食料・飲料」（16.8％）、「建築材料」
（14.9％）、「他に分類されない」（10.7％）などとなっている。 

卸売業　事業所数、従業者数、年間商品販売額の増減率の推移
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表Ⅳ－１　産業小分類別卸売業　事業所数、従業者数及び年間商品販売額

平成

11年

平成

14年

平成

11年

平成

14年

平成

11年

平成

14年

構成比 前回比 構成比 前回比 構成比 前回比

（％） （％） （％） （％） （％） （％）

卸売業計 1,299 1,113 100.0 ▲ 14.3 11,353 9,734 100.0 ▲ 14.3 65,996,977 61,947,753 100.0 ▲ 6.1

各種商品卸売業 5 2 0.2 ▲ 60.0 25 16 0.2 ▲ 36.0 X X X ▲ 66.1

繊維・衣服等卸売業 34 38 3.4 11.8 216 203 2.1 ▲ 6.0 X X X 24.0

繊維品 1 1 0.1 0.0 2 2 0.0 0.0 X X X ▲ 15.7

衣服・身の回り品 33 37 3.3 12.1 214 201 2.1 ▲ 6.1 X X X 24.4

飲食料品卸売業 266 216 19.4 ▲ 18.8 2,730 2,348 24.1 ▲ 14.0 16,672,762 15,299,493 24.7 ▲ 8.2

農畜産物・水産物 110 84 7.5 ▲ 23.6 1,146 803 8.2 ▲ 29.9 6,118,772 4,896,154 7.9 ▲ 20.0

食料・飲料 156 132 11.9 ▲ 15.4 1,584 1,545 15.9 ▲ 2.5 10,553,990 10,403,339 16.8 ▲ 1.4

建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 392 348 31.3 ▲ 11.2 2,906 2,852 29.3 ▲ 1.9 16,552,538 16,379,296 26.4 ▲ 1.0

建築材料 230 197 17.7 ▲ 14.3 1,560 1,395 14.3 ▲ 10.6 10,366,223 9,220,921 14.9 ▲ 11.0

化学製品 51 47 4.2 ▲ 7.8 376 466 4.8 23.9 1,742,479 2,210,681 3.6 26.9

鉱物・金属材料 49 52 4.7 6.1 564 640 6.6 13.5 3,455,151 3,951,721 6.4 14.4

再生資源 62 52 4.7 ▲ 16.1 406 351 3.6 ▲ 13.5 988,685 995,973 1.6 0.7

機械器具卸売業 317 293 26.3 ▲ 7.6 2,737 2,547 26.2 ▲ 6.9 21,365,689 17,428,627 28.1 ▲ 18.4

一般機械器具 117 111 10.0 ▲ 5.1 806 853 8.8 5.8 5,644,264 5,089,860 8.2 ▲ 9.8

自動車 71 61 5.5 ▲ 14.1 616 540 5.5 ▲ 12.3 4,842,540 2,914,702 4.7 ▲ 39.8

電気機械器具 90 84 7.5 ▲ 6.7 915 832 8.5 ▲ 9.1 7,881,672 6,467,350 10.4 ▲ 17.9

その他の機械器具 39 37 3.3 ▲ 5.1 400 322 3.3 ▲ 19.5 2,997,213 2,956,715 4.8 ▲ 1.4

その他の卸売業 285 216 19.4 ▲ 24.2 2,739 1,768 18.2 ▲ 35.5 10,761,394 12,189,823 19.7 13.3

家具・建具・じゅう器等 72 48 4.3 ▲ 33.3 707 411 4.2 ▲ 41.9 2,484,824 1,831,155 3.0 ▲ 26.3

医薬品・化粧品 78 46 4.1 ▲ 41.0 848 370 3.8 ▲ 56.4 3,705,403 3,729,641 6.0 0.7

他に分類されない卸売業 135 122 11.0 ▲ 9.6 1,184 987 10.1 ▲ 16.6 4,571,167 6,629,027 10.7 45.0

産業小分類別

事 業 所 数 従 業 者 数 年間商品販売額

（店） （店） （人） （人） （万円） （万円）
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２ 規模別の状況 
（１）従業者規模別事業所数 
  卸売業の事業所数を従業者規模別にみると、前回と比べ 8 区分のうち 6 区分で減少し
ており、増加しているのは、「20～29 人」規模のみである。最も減少したのは「3 人～4
人」規模の事業所で 21.3％（68事業所）の減少となった。また 3区分でみると全ての区
分で減少しており、最も減少率が高かったのは「50人以上（大規模事業所）」（16.7％減）
で、減少数が多かったのは「4人以下（小規模事業所）」の 94事業所の減である。 
  構成比でみると、最も比率が高いのは「5人～9人」規模の 28.4％、以下「3人～4人」
規模（22.6％）、「2人以下」規模（22.4％）となっており 10人未満の事業所で全体の 73.4％
も占めており、50人以上の大規模事業所は、全体の 1.8％にしかすぎない。 
（２）従業者規模別年間商品販売額 
  卸売業の年間商品販売額を従業者規模別にみると、前回と比べ増加したのは、「100 人
以上」規模（55.4％増）、「2人以下」規模（53.4％増）、「20人～29人」規模（17.0％増）
で残り 5区分で減少した。最も減少したのは、減少率では「3人～4人」規模の 18.0％減、
減少額では「5人～9人」規模の 262億 6,553万円（17.5％減）の減少であった。3区分
でみると「4人以下（小規模事業所）」のみが増加した。 
  構成比でみると、比率が高い順に、「10人～19人」規模（30.6％）、「5人～9人」規模
（20.0％）、「20人～29人」規模（16.2％）などとなっており、「5人～49人」の中規模
事業所が全体の 74.5％を占めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 法人・個人別の状況 
 卸売業の事業所を法人・個人別にみると、事業所数では、1,113 事業所のうち 88.2％の
982事業所が法人事業所である。前回と比較すると法人事業所は 125事業所（11.3％減）が
減少した。また、個人事業所は 31.8％減(61事業所減）と大幅に減少し、法人事業所の構成
比が 3ポイント上昇した。法人事業所の構成比を平成 3年時と比べると 81．7％から 88．2％
と６．５ポイント上昇しており小規模な個人事業所は、今後も減少していくと思われる。 

表Ⅳ－２　卸売業の従業者規模別事業所数、従業者数及び年間商品販売額

前回比（％） 前回比（％）

平成11年 平成14年 14年/11年 平成11年 平成14年 14年/11年

卸売業計 1,299 1,113 100.0 100.0 ▲ 14.3 65,996,977 61,947,753 100.0 100.0 ▲ 6.1
２ 人 以 下 275 249 21.2 22.4 ▲ 9.5 2,274,582 3,490,313 3.4 5.6 53.4

３ 人 ～ ４ 人 319 251 24.6 22.6 ▲ 21.3 4,159,692 3,410,231 6.3 5.5 ▲ 18.0

５ 人 ～ ９ 人 365 316 28.1 28.4 ▲ 13.4 15,024,865 12,398,312 22.8 20.0 ▲ 17.5
１ ０ 人 ～ １ ９ 人 233 193 17.9 17.3 ▲ 17.2 21,163,353 18,930,317 32.1 30.6 ▲ 10.6

２ ０ 人 ～ ２ ９ 人 57 60 4.4 5.4 5.3 8,581,137 10,040,829 13.0 16.2 17.0

３ ０ 人 ～ ４ ９ 人 26 24 2.0 2.2 ▲ 7.7 5,661,615 4,966,786 8.6 8.0 ▲ 12.3
５ ０ 人 ～ ９ ９ 人 21 17 1.6 1.5 ▲ 19.0 8,571,758 7,840,910 13.0 12.7 ▲ 8.5

１ ０ ０ 人 以 上 3 3 0.2 0.3 0.0 559,975 870,055 0.8 1.4 55.4

４人以下（小規模事業所） 594 500 45.7 44.9 ▲ 15.8 6,434,274 6,900,544 9.7 11.1 7.2
５～４９人（中規模事業所） 681 593 52.4 53.3 ▲ 12.9 50,430,970 46,336,244 76.4 74.8 ▲ 8.1

５０人以上（大規模事業所） 24 20 1.8 1.8 ▲ 16.7 9,131,733 8,710,965 13.8 14.1 ▲ 4.6

従業者規模別
事業所数

平成11年 平成14年
構成比（％）

年間商品販売額（万円）

平成11年 平成14年
構成比（％）
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 従業者数は、9,734人のうち 9,402人（96.6％）が法人事業所となっており、個人事業所
は、前回より 40.2％減と大幅に減少した。 
 年間商品販売額では、99.3％を法人事業所が占めており、個人事業所は前回より 32.0％ 
減少し、全体に占める比率がわずかに 0.7％にまで落ち込んだ。経済情勢が厳しいなか、個
人経営ではなりたっていかないという厳しい状況をあらわしているといえる。 
表Ⅳ－３　卸売業の経営組織別事業所数、従業者数及び年間商品販売額

前回比(%) 前回比(%)

平成11年 平成14年 14年/11年 平成11年 平成14年 14年/11年

事業所数（店） 1,107 982 85.2 88.2 ▲ 11.3 192 131 14.8 11.8 ▲ 31.8

従業者数（人） 10,798 9,402 95.1 96.6 ▲ 12.9 555 332 4.9 3.4 ▲ 40.2

年間商品販売額（万円） 65,365,742 61,518,817 99.0 99.3 ▲ 5.9 631,235 428,936 1.0 0.7 ▲ 32.0

法人事業所 個人事業所

平成11年 平成14年 平成11年 平成14年
構成比(%) 構成比(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 販売効率 
  卸売業の 1 事業所あたりの年間商品販売額をみると 55,658 万円と前回より 9.6％増と
大きく増加している。最も増加率が高いのは「医薬品・化粧品等」の 70.7％増、次いで
「他に分類されない」の 60.5％増である。 
  従業者 1人あたりの年間商品販売額は、6,364万円でこちらも前回より 9.5％増と大き
く増加している。最も増 
加率が高いのは「医薬品・ 
化粧品等」の 130.7％増 
である。「医薬品・化粧 
品等」は事業所数・従業 
者数とも大幅に減少して 
いるが年間商品販売額は、 
小売業の好調により前回 
よりも増加した。 

卸売業　法人個人別　事業所数の推移
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表Ⅳ－４　卸売業１事業所当たりの年間商品販売額

前回比（％） 前回比（％）

14年/11年 14年/11年

卸売業計 50,806 55,658 9.6 5,813 6,364 9.5

各種商品 33,022 28,000 ▲ 15.2 6,604 3,500 ▲ 47.0

繊維品 4,510 3,800 ▲ 15.7 2,255 1,900 ▲ 15.7

衣服・身の回り品 14,393 15,965 10.9 2,220 2,939 32.4

農畜産物・水産物 55,625 58,288 4.8 5,339 6,097 14.2

食料・飲料 67,654 78,813 16.5 6,663 6,734 1.1

建築材料 45,071 46,807 3.9 6,645 6,610 ▲ 0.5

化学製品 34,166 47,036 37.7 4,634 4,744 2.4

鉱物・金属材料 70,513 75,995 7.8 6,126 6,175 0.8

再生資源 15,947 19,153 20.1 2,435 2,838 16.5

一般機械器具 48,242 45,855 ▲ 4.9 7,003 5,967 ▲ 14.8

自動車 68,205 47,782 ▲ 29.9 7,861 5,398 ▲ 31.3

電気機械器具 87,574 76,992 ▲ 12.1 8,614 7,773 ▲ 9.8

その他機械器具 76,852 79,911 4.0 7,493 9,182 22.5

家具・建具・じゅう器 34,511 38,149 10.5 3,515 4,455 26.8

医薬品・化粧品等 47,505 81,079 70.7 4,370 10,080 130.7

他に分類されない 33,860 54,336 60.5 3,861 6,716 74.0

業   種

１事業所当たりの年間商品販売額

（万円）

従業者1人当たりの年間商品販売額

（万円）

平成11年 平成14年 平成11年 平成14年


